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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、商品を前後方向に並べた状態
で、商品の残数が少なくなる又は商品の容積が減少して
も、体裁よく展示できる包装展示兼用箱を提供すること
である。
【解決手段】本発明に係る包装展示兼用箱１００は、底
面壁３と底面壁３の各辺から立設された側面壁２（２ａ
、２ｂ、２ｃ、２ｄ）とで構成される商品収容部５０を
有し、商品収容部５０に、商品１１を前後方向に並べて
収容して展示可能な包装展示兼用箱において、商品１１
の後方に位置する側面壁２ｄが、押込み用折罫線２１を
軸として、商品収容部５０内に向かって押込み可能な背
押し片２０を有し、背押し片２０を内側に押し込むと、
背押し片２０が、商品１１を後方から前方に向かって押
圧する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面壁と該底面壁の各辺から立設された側面壁とで構成される商品収容部を有し、該商
品収容部に、商品を前後方向に並べて収容して展示可能な包装展示兼用箱において、
　前記商品の後方に位置する側面壁が、押込み用折罫線を軸として、前記商品収容部内に
向かって押込み可能な背押し片を有し、
　該背押し片を内側に押し込むと、該背押し片が、前記商品を後方から前方に向かって押
圧することを特徴とする包装展示兼用箱。
【請求項２】
　前記商品が、難自立性商品であり、立て置き状態で並べて収容されていることを特徴と
する請求項１に記載の包装展示兼用箱。
【請求項３】
　前記商品が、通気性を有する空気孔を備える袋に収納されていることを特徴とする請求
項１又は２に記載の包装展示兼用箱。
【請求項４】
　前記背押し片が、前記押込み用折罫線と平行に設けられた補強用折罫線を有することを
特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の包装展示兼用箱。
【請求項５】
　前記背押し片が、前記押込み用折罫線と平行に設けられた補強用折罫線を有し、該補強
用折罫線が、２本以上であり、かつ、山折罫線と谷折罫線とを有し、前記山折罫線と前記
谷折罫線とが交互に形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載
の包装展示兼用箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品を前後方向に並べて収容して体裁よく展示することができる包装展示兼
用箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　商品の運搬又は保管に使用した後、そのまま展示に使用できる、包装と展示とに兼用さ
れる包装展示兼用箱が提案されている。このような包装展示兼用箱は、運搬又は保管時に
は、直方体の箱であり、展示時には、直方体を構成する側面板に形成された切目線から切
断して、上半分を取り除いて商品を露出させ、残った下半分を商品展示用の箱として使用
することができる。包装展示兼用箱に関し、商品を体裁よく展示するために、種々の工夫
がなされている。
【０００３】
　商品の残数が少なくなった場合において、商品の転倒を防止した包装展示兼用箱が開示
されている。例えば、包装箱の左右側面板の一部を内方側に切り起こして掛止片を形成す
ることで、商品を整然とした状態で配列させ、かつ、商品の残数が少なくなっても商品が
傾き倒れるのを防止するディスプレーケースが開示されている（例えば、特許文献１を参
照。）。
【０００４】
　個々の商品を、側部から押圧することで、商品が転倒するのを防止した包装展示兼用箱
が開示されている。例えば、台紙付商品の多数枚を立置状態に前後方向に重ねて収納する
展示兼用包装箱に関し、展示兼用包装箱の左右側面板の内面に沿うように、内面に縦方向
に延出する多数本の台紙掛止用凹条を有する板状掛止部材を挿着した構成が開示されてい
る（例えば、特許文献２を参照。）。また、パッケージの左右側面板の上端辺を波型に形
成し、その左右側面板を内側に折曲げた商品ストッパーが開示されている（例えば、特許
文献３を参照。）。包装展示兼用箱の左右側壁に、内側に押込可能な前後方向の折曲片を
設け、その先端縁を波状に成形し、折曲片を箱内に押し込むと、その波状の先端縁が商品
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の側部に噛合して、商品の前倒れを防止する包装展示兼用箱が開示されている（例えば、
特許文献４を参照。）。
【０００５】
　商品を傾斜させた状態で展示することで、購入者から商品を見えやすく、かつ、取り出
しやすくする技術が開示されている。例えば、略平行な傾斜面を有する前面抑え板と後面
受板とを設けた陳列箱と、傾斜状前面抑え板を設けた蓋箱とで構成された包装用組立て箱
が開示されている（例えば、特許文献５を参照。）。特許文献５に記載の包装用組立て箱
は、陳列箱の前面抑え板と後面受板との間に商品を傾斜状に入れて蓋箱をかぶせ、陳列箱
の前面抑え板と、後面受板と、蓋箱の傾斜状前面抑え板とで商品を傾斜状のまま保持して
、がたなく移送、保管を可能とし、かつ、商品を陳列時には、蓋箱を外して陳列箱を置く
だけで、商品を傾斜状に陳列できるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開昭６１－１１３６８号公報
【特許文献２】実開平６－５３４２７号公報
【特許文献３】実開昭５６－８１０１６号公報
【特許文献４】特開２００２－９６８１９号公報
【特許文献５】実開昭６２－２８７２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　商品は、通常、前側から取り出されるため、商品の残数が少なくなると、商品の最前列
が後退して消費者への訴求力が低下し、また商品が取り出しにくくなるという問題がある
。また、包装展示兼用箱には、商品は、通常、取り出しやすさを考慮して、商品の前後方
向に多少の空間を設けて収容されるが、特に、個々の商品が、密閉性の低い袋に収納され
ていて、袋に外部から圧力を加えると徐々に空気が抜けて圧縮される場合には、商品の前
後の空間は更に広くなる。よって、包装展示兼用箱内に商品が所定数量入っていても、空
間が目立つこととなり、消費者への訴求力が損なわれやすい。特許文献１～４の包装展示
兼用箱では、この問題を解決できるものではない。
【０００８】
　ところで、包装展示兼用箱は、展示期間が比較的短い場合が多く、また商品に付随する
ものであるため、費やすコストを抑えることが望まれる。特許文献２のように、箱本体の
他に別部材を用いる場合、又は特許文献５のように、陳列箱の他に別体の蓋箱を必要とす
る場合には、部品点数が多く、組立て又は撤去の作業性が悪いうえ、包装箱を形成するの
に必要な紙の面積が大きく、コスト高になるという問題がある。また、余分なゴミが発生
することとなり、実用性に欠ける。
【０００９】
　本発明の目的は、商品を前後方向に並べた状態で、商品の残数が少なくなる又は商品の
容積が減少しても、体裁よく展示できる包装展示兼用箱を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る包装展示兼用箱は、底面壁と該底面壁の各辺から立設された側面壁とで構
成される商品収容部を有し、該商品収容部に、商品を前後方向に並べて収容して展示可能
な包装展示兼用箱において、前記商品の後方に位置する側面壁が、押込み用折罫線を軸と
して、前記商品収容部内に向かって押込み可能な背押し片を有し、該背押し片を内側に押
し込むと、該背押し片が、前記商品を後方から前方に向かって押圧することを特徴とする
。
【００１１】
　本発明に係る包装展示兼用箱では、前記商品が、難自立性商品であり、立て置き状態で
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並べて収容されている形態を包含する。難自立性商品を自立させることができる。
【００１２】
　本発明に係る包装展示兼用箱では、前記商品が、通気性を有する空気孔を備える袋に収
納されている形態を包含する。商品の運搬又は保管時において、袋に外部から圧力が加わ
って、徐々に空気が抜けて圧縮されて、開封したてから空間が目立つ場合があるところ、
背押し片による前方への押し出し効果によって空間を埋めることができる。
【００１３】
　本発明に係る包装展示兼用箱では、前記背押し片が、前記押込み用折罫線と平行に設け
られた補強用折罫線を有することが好ましい。背押し片の反発力が高まり、商品を前方に
向かって押圧する力を高めることができる。
【００１４】
　本発明に係る包装展示兼用箱では、前記背押し片が、前記押込み用折罫線と平行に設け
られた補強用折罫線を有し、該補強用折罫線が、２本以上であり、かつ、山折罫線と谷折
罫線とを有し、前記山折罫線と前記谷折罫線とが交互に形成されていることが好ましい。
背押し片の弾性力が高まり、商品を前方に向かって押圧する力を高めることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、商品を前後方向に並べた状態で、商品の残数が少なくなる又は商品の容積が
減少しても、体裁よく展示できる包装展示兼用箱を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態に係る包装展示兼用箱の一例のブランクシートを示す図である。
【図２】本実施形態に係る包装展示兼用箱の包装状態を示す斜視図である。
【図３】本実施形態に係る包装展示兼用箱を開封した状態を示す斜視図である。
【図４】本実施形態に係る包装展示兼用箱の展示状態を示す斜視図である。
【図５】本実施形態に係る包装展示兼用箱の展示状態を示す断面図（図４のＸ‐Ｘ断面図
）である。
【図６】図５のＡに示した部分の別の形態を示す断面図であり、（ａ）は背押し片が蛇腹
状の形態、（ｂ）は背押し片が補強用折罫線を有さない形態、（ｃ）は背押し片が押込み
用折罫線と該押込み用折罫線の両端部から下方に延設した背押し片形成用切込み線とで囲
まれた領域として形成された形態である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、本発明について実施形態を示して詳細に説明するが本発明はこれらの記載に限定
して解釈されない。本発明の効果を奏する限り、実施形態は種々の変形をしてもよい。
【００１８】
　図１は、本実施形態に係る包装展示兼用箱の一例のブランクシートを示す図である。図
２は、本実施形態に係る包装展示兼用箱の包装状態を示す斜視図である。図３は、本実施
形態に係る包装展示兼用箱を開封した状態を示す斜視図である。図４は、本実施形態に係
る包装展示兼用箱の展示状態を示す斜視図である。図５は、本実施形態に係る包装展示兼
用箱の展示状態を示す断面図である。本実施形態に係る包装展示兼用箱１００は、図３に
示すように、底面壁３と底面壁３の各辺から立設された側面壁２（２ａ、２ｂ、２ｃ、２
ｄ）とで構成される商品収容部５０を有し、商品収容部５０に、商品１１を前後方向に並
べて収容して展示可能な包装展示兼用箱において、商品１１の後方に位置する側面壁２ｄ
が、押込み用折罫線２１を軸として、商品収容部５０内に向かって押込み可能な背押し片
２０を有し、図４又は図５に示すように、背押し片２０を内側に押し込むと、背押し片２
０が、商品１１を後方から前方に向かって押圧する。
【００１９】
　包装展示兼用箱１００を構成する材料は、特に限定されないが、板紙、段ボール紙など
の紙であることが好ましい。
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【００２０】
　包装展示兼用箱１００は、図１に示すごとく、シート状の原紙から１容器ごとに打抜か
れたブランクシートを組み立てて形成することが好ましい。ブランクシート１０は、図１
に示すように、糊代片６、４枚の側面壁２ａ～２ｄが連接する。４枚の側面壁２ａ～２ｄ
は、それぞれ、商品１１の右側部に位置する側面壁（以降、右側面壁ということもある。
）２ａ、商品１１の前方に位置する側面壁（以降、前側面壁ということもある。）２ｂ、
商品１１の左側部に位置する側面壁（以降、左側面壁ということもある。）２ｃ及び商品
１１の後方に位置する側面壁（以降、後側面壁ということもある。）２ｄである。そして
、前側面壁２ｂ及び後側面壁２ｄの下方には、それぞれ底面壁小片３ｂ、３ｄが連接して
いる。さらに、右側面壁２ａ及び左側面壁２ｃの下方には、それぞれ底面壁大片３ａ１、
３ｃ１が連接している。右側面壁２ａに連接する底面壁大片３ａ１の前側面壁２ｂ側には
、折罫線９３ａを介して底接着片３ａ２が連接しており、左側面壁２ｃに連接する底面壁
大片３ｃ１の後側面壁２ｄ側には、折罫線９３ｃを介して底接着片３ｃ２が連接している
。さらに、右側面壁２ａの上方には、天面壁１及び差込片５がこの順で連接し、前側面壁
２ｂ及び後側面壁２ｄの上方には、それぞれフラップ４ｂ、４ｄが連接している。また、
右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ及び左側面壁２ｃには、切目線７が形成されている。さらに
、後側面壁２ｄには、押込み用折罫線２１と背押し片形成用切込み線２２とで囲まれた領
域として、背押し片２０が形成されている。
【００２１】
　ブランクシート１０の表面（特に、包装展示兼用箱１００の外壁面となる側の面）には
、商品広告などを印刷して、消費者への訴求力を高めることができる。
【００２２】
　次に、ブランクシート１０から包装展示兼用箱１００を組み立てて、図２に示すような
商品１１を包装した状態とする手順を説明する。
【００２３】
　まず、ブランクシート１０を、右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ及び後側面
壁２ｄを角筒状に折曲げ、糊代片６を後側面壁２ｄに貼着する。同時に、底接着片３ａ２
と底面壁小片３ｂとを接着し、かつ、底接着片３ｃ２と底面壁小片３ｄとを接着した後、
折罫線９３ａ、９３ｃで容器の内側に向かって折曲げて平らなカートン状に折り畳む。商
品１１の包装前は、この折り畳んだ状態で、運搬・保管することができる。
【００２４】
　商品１１を包装するには、右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ及び後側面壁２
ｄを四角く広げると、自動的に底面壁大片３ａ１と底面壁大片３ｃ１とが係合して、平ら
な底面壁３を形成する。このような底面壁３の構造は、オートマチックロックボトム構造
と呼ばれ、接着を剥すことなく箱を折り畳むことができ、また一旦折り畳んだ箱を、接着
資材を用いることなく、再度組み立てることができる点で、店舗など現場での作業に適し
ている。そして、商品１１を箱内に収容し、フラップ４ｂ、４ｄを折曲げた後、天面壁１
を折曲げ、差込片５を天面壁１と左側面壁２ｃとの間に差し込んで封緘する。
【００２５】
　本実施形態に係る包装展示兼用箱１００の展開図は、図１に示すように、一般的な箱の
形状から逸脱しないため、包装箱を形成するのに必要な紙の面積を最小限とし、更には、
ブランクシート１０の形成時に発生する不要な部分（ブランクシート１０の周辺部分）と
して発生する損紙の量を減少することができる。また、従来の製函機を用いて、組立て及
び包装を行うことができる。結果として、包装展示兼用箱１００を製造するのに要するコ
ストを抑えることができる。また、箱本体以外の部品を必要としないため、使用後の廃棄
が容易である。
【００２６】
　次に、図２を参照して、包装展示兼用箱の包装状態の構造を説明する。
【００２７】
　図２に示すように、包装状態において、包装展示兼用箱１００は、底面壁３と、底面壁
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３の各辺から立設された右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ及び後側面壁２ｄと
、底面壁３と対面し、かつ、右側面壁２ａに連接する天面壁１とで構成された六面体をな
す。六面体内部の空間は、商品収容部５０であり、商品１１を前後方向に並べて収容して
いる。
【００２８】
　前側面壁２ｂ、右側面壁２ａ及び左側面壁２ｃには、切目線７が設けられ、箱の上方部
を開封できるようになっている。切目線７は、易開封性の観点から、平行に２列の切目線
７ａ、７ｂを設けることが好ましい。切目線７（７ａ、７ｂ）は、前側面壁２ｂでは上下
方向の中央部に、左側面壁及び右側面壁２ａ、２ｃでは、中央部から上部に向かって斜め
に形成されていることが好ましい。このように形成することで、開封後に商品１１の前方
からの視認性を高めることができる。また、前側面壁２ｂの切目線７ａ、７ｂの中央部に
は、切目線７ａ、７ｂの間隔を他の部分よりも広くした幅広部８を設けることが好ましい
。幅広部８を設けることで、開封し易くなる。後側面壁２ｄには、押込み用折罫線２１と
背押し片形成用切込み線２２とで囲まれた領域として、背押し片２０が形成されている。
【００２９】
　次に、図３～図５を参照して、包装展示兼用箱を開封する方法、商品及び展示状態での
包装展示兼用箱の使用方法について説明する。
【００３０】
　包装展示兼用箱１００は、切目線７（７ａ、７ｂ）に沿って切断し、箱の上方部を除去
することで開封できる。開封すると、図３に示すように、商品収容部５０の上部が開口さ
れて、商品１１が露出して展示に適した状態となる。開封状態において、幅広部８は、切
欠き１８となって、前方からの商品１１の視認性をより高める効果を奏する。
【００３１】
　商品１１は、特に限定されないが、例えば、日用品、食品又は医薬品である。商品１１
の形状は、例えば、直方体、立方体又はこれらの角が丸められた形状である。商品１１の
包装形態は、例えば、紙箱、プラスチックケース、包装袋、包み包装である。包装袋とし
ては、密閉性を有する袋及び密閉性を有さない袋を包含する。なお、本発明は、商品１１
の形状又はその包装形態に制限されない。
【００３２】
　図４及び図５に示すように、背押し片２０は、押込み用折罫線２１と背押し片形成用切
込み線２２とで囲まれた領域を、押込み用折罫線２１を軸として、背押し片形成用切込み
線２２を商品収容部５０の内側に向かって押し破って、商品収容部５０内に押込むことで
形成される。背押し片２０を形成する時期は、例えば、陳列開始と同時又は商品１１の残
数が少なくなった時であることが好ましい。
【００３３】
　背押し片２０の使用方法は、図５に示すように、背押し片２０を商品１１の背面に接触
させることで、商品１１を後方から前方に向かって押圧する。これによって、商品１１の
残数が少なくなっても、商品１１の最前列を後退させることなく、展示することができる
。
【００３４】
　本実施形態に係る包装展示兼用箱では、商品１１が、難自立性商品であり、立て置き状
態で並べて収容されている形態を包含する。難自立性商品は、例えば、厚さが薄い側面を
有する薄型商品、底面壁３との接触面積が小さい側面を有する商品で、当該側面を底面と
したときに自立できないか、又は自立しても容易に倒れる形状を有する商品である。本実
施形態に係る包装展示兼用箱１００では、背押し片２０が、商品１１としての難自立性商
品を後方から前方に向かって押圧するため、難自立性商品が傾き倒れるのを防止して、体
裁よく展示することができる。
【００３５】
　本実施形態に係る包装展示兼用箱１００では、商品１１が、通気性を有する空気孔（不
図示）を備える袋に収納されている形態を包含する。通気性を有する空気孔を備える袋と
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は、密閉性が低く、袋を外部から手などで押圧すると、徐々に空気が抜ける袋をいう。通
気性を有する空気孔は、袋を外部から手などで押圧すると、徐々に空気が抜ける状態にあ
ればよく、空気を抜くことを目的として形成された空気孔に限定されない。空気孔として
は、例えば、袋を開封するために形成されたミシン目を包含する。商品１１が、通気性を
有する空気孔を備える袋に収納されているものは、例えば、ゴミ袋、保存用袋、ふきん、
フィルター、脱臭シートなどの薄地の商品である。これらは、複数枚入りの袋入り商品と
して流通されることが多く、袋詰め時に１枚１枚の間に空気が残存しやすい。
【００３６】
　商品１１が、通気性を有する空気孔を備える袋に収納されている形態であると、物流時
に振動などによって、徐々に空気が抜けて容積が減少するため、包装展示兼用箱内に商品
が所定数量入っていても、空間が目立つこととなり、消費者への訴求力が損なわれやすい
ところ、本実施形態に係る包装展示兼用箱１００では、背押し片２０で商品１１を後方か
ら前方に向かって押圧して、空間を埋めることができる。
【００３７】
　さらに、商品１１が、難自立性商品で、かつ、通気性を有する空気孔を備える袋に収納
されている商品であって、それらを立て置き状態で並べて収容する場合には、背押し片２
０で商品１１を後方から前方に向かって押圧することで、開封当初より袋の空気が抜けて
いたとしても、包装展示兼用箱１００の空間を埋めることができ、また、商品１１が売れ
て残数が少なくなっても商品１１の最前列を後退させず、かつ、商品１１を自立させて、
消費者への訴求力が高い展示を行うことができる。このように、本実施形態に係る包装展
示兼用箱１００は、商品１１の形態に関わらず、商品１１を収容し、包装及び展示するの
に好適に使用することができる。
【００３８】
　後側面壁２ｄの底辺９２ｄから押込み用折罫線２１までの高さ（押込み用折罫線２１と
後側面壁２ｄの底辺９２ｄとの最短距離）ｈ１は、後側面壁２ｄの上下方向の高さ（後側
面壁２ｄの上辺９１ｄと後側面壁２ｄの底辺９２ｄとの最短距離）Ｈに対して、３０～７
０％であることが好ましい。より好ましくは、４０～６０％である。３０％未満では、商
品１１の背面を押圧する位置が低すぎて、商品１１を後方から前方に向かって効果的に押
圧できない場合がある。７０％を超えると、商品１１の背面を押圧する位置が高すぎて、
商品１１を後方から前方に向かって効果的に押圧できない場合がある。また、押込み用折
罫線２１から後側面壁２ｄの上辺９１ｄまでの長さが短くなるため、背押し片２０を形成
できる長さが短くなりすぎて、商品１１を後方から前方に向かって効果的に押圧できない
場合がある。
【００３９】
　背押し片２０は、後側面壁２ｄの面積に対して、５～５０％であることが好ましい。よ
り好ましくは、１０～３０％であり、特に好ましくは、１６～２０％である。５％未満で
は、背押し片２０の強度が不足する場合がある。５０％を超えると、後側面壁２ｄの強度
が不足する場合がある。
【００４０】
　押込み用折罫線２１は、後側面壁２ｄの底辺９２ｄと平行に設けることが好ましい。背
押し片２０の形状は、特に限定されないが、例えば、三角形、四角形、五角形、六角形で
ある。また、背押し片２０の先端縁２４の形状は、特に限定されず、例えば、直線状、円
弧状とすることができる。
【００４１】
　本実施形態に係る包装展示兼用箱１００では、背押し片２０が、押込み用折罫線２１と
平行に設けられた補強用折罫線２３を有することが好ましい。補強用折罫線２３を折曲げ
ることで、背押し片２０を補強することができる。ところで、罫線には、山折りを形成す
る山折罫線と谷折りを形成する谷折罫線とがある。本明細書では、山折りとは、包装展示
兼用箱１００を構成する材料の表裏面のうち、外壁面となる側の面に折り山の頂点を形成
する折り方をいい、谷折りとは、山折りとは逆に、包装展示兼用箱１００を構成する材料
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の表裏面のうち、内壁面となる側の面に折り山の頂点を形成する折り方をいう。本実施形
態では、補強用折罫線２３は、山折罫線又は谷折罫線のいずれでもよいが、図４又は図５
に示すように、山折罫線とすることがより好ましい。背押し片２０を補強用折罫線２３で
山折りすることで、補強用折罫線２３が、最後尾の商品１１の背面に当接するとともに、
背押し片２０の先端縁２４が後側面壁２ｄの内壁面に当接するため、反発力が高まり、商
品を前方に向かって押圧する力をより高めることができる。
【００４２】
　本実施形態では、背押し片２０の形態は、図４又は図５に示す形態に限定されず、本発
明の効果を奏する限り、種々の変形をすることができる。図６は、図５のＡに示した部分
の別の形態を示す断面図であり、（ａ）は背押し片が蛇腹状の形態、（ｂ）は背押し片が
補強用折罫線を有さない形態、（ｃ）は背押し片が押込み用折罫線と該押込み用折罫線の
両端部から下方に延設した背押し片形成用切込み線とで囲まれた領域として形成された形
態である。次に、図６を用いて、背押し片の別の形態例を説明する。
【００４３】
　本実施形態に係る包装展示兼用箱１００では、背押し片２０ａが、押込み用折罫線２１
と平行に設けられた補強用折罫線２３（２３ａ、２３ｂ）を有し、補強用折罫線２３（２
３ａ、２３ｂ）が、２本以上であり、かつ、谷折罫線２３ａと山折罫線２３ｂとを有し、
谷折罫線２３ａと山折罫線２３ｂとが交互に形成されていることが好ましい。交互に形成
した谷折罫線２３ａと山折罫線２３ｂとを折り曲げると、背押し片２０ａが、図６（ａ）
に示すように蛇腹状をなす。これによって、背押し片２０の弾性力が高まり、商品を前方
に向かって押圧する力をより高めることができる。この形態では、背押し片２０の先端縁
２４が最後尾の商品１１の背面に当接することとなる。なお、本発明は、谷折罫線２３ａ
又は山折罫線２３ｂの本数に制限されない。
【００４４】
　背押し片の別の形態例は、図６（ｂ）に示すように、背押し片が補強用折罫線を有さな
い形態である。この形態では、背押し片２０ｂは、包装展示兼用箱１００を構成する材料
自体の弾性力を利用して商品を前方に向かって押圧することとなる。
【００４５】
　これまで、図１に示すように、背押し片が、押込み用折罫線２１と押込み用折罫線２１
の両端部から上方に延設した背押し片形成用切込み線２２とで囲まれた領域として形成さ
れた形態として、図４、図５及び図６（ａ）（ｂ）に示すように、背押し片２０を、押込
み用折罫線２１を軸として、商品収容部５０の内側、かつ、下方に向かって押し破る形態
を例にとって説明してきたが、本実施形態では、これに限定されず、例えば、背押し片２
０ｃが、押込み用折罫線２１と押込み用折罫線２１の両端部から下方に延設した背押し片
形成用切込み線（不図示）とで囲まれた領域として形成された形態として、図６（ｃ）に
示すように、背押し片２０ｃを、押込み用折罫線２１を軸として、商品収容部５０の内側
、かつ、上方に向かって押し破る形態としてもよい。
【００４６】
　本実施形態では、右側面壁２ａ及び左側面壁２ｃに、商品１１の転倒を防止するための
掛止片１９を設けてもよい。掛止片１９は、折罫線９ａと切目線９ｂとで囲まれた領域を
、折罫線９ａを軸として、切目線９ｂを商品収容部５０の内側に向かって押し破って、商
品収容部５０内に押込むことで形成される。
【００４７】
　図１では、底面壁３の構造をオートマチックロックボトム構造とした形態を示したが、
本発明は、底面壁３の構造に制限されるものではなく、コスト及び工程などを勘案して、
適当な構造を採用することができる。
【００４８】
　図１では、側面壁２が、右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ及び後側面壁２ｄ
の順で連接する形態を示したが、本実施形態はこの形態に限定されない。例えば、側面壁
２を、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ、後側面壁２ｄ及び右側面壁２ａの順で連接させる形
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、後側面壁２ｄ、右側面壁２ａ、前側面壁２ｂ及び左側面壁２ｃの順で連接させる形態と
することができる。また、天面壁１が、右側面壁２ａの上方に連接する形態を示したが、
本実施形態はこの形態に限定されない。天面壁１は、前側面壁２ｂ、左側面壁２ｃ又は後
側面壁２ｄのいずれかに連接させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明は、運搬・保管に使用した包装箱を、店舗などの展示する場所で開封して、商品
を露出させ、そのまま展示用箱として使用でき、かつ、商品が倒れないように展示するこ
とができるため、日用品、食品、医薬品などの比較的薄型で自立性を欠く商品を収容する
のに好適である。
【符号の説明】
【００５０】
１　天面壁
２　側面壁
２ａ　右側面壁
２ｂ　前側面壁
２ｃ　左側面壁
２ｄ　後側面壁
３　底面壁
３ａ１　底面壁大片
３ａ２　底接着片
３ｂ、３ｄ　底面壁小片
３ｃ１　底面壁大片
３ｃ２　底接着片
４ｂ、４ｄ　フラップ
５　差込片
６　糊代片
７（７ａ、７ｂ）　切目線
８　幅広部
９ａ　折罫線
９ｂ　切目線
１０　ブランクシート
１１　商品
１８　切欠き
１９　掛止片
２０、２０ａ、２０ｂ、２０ｃ　背押し片
２１　押込み用折罫線
２２　背押し片形成用切込み線
２３　補強用折罫線
２３ａ　谷折罫線
２３ｂ　山折罫線
２４　背押し片の先端縁
５０　商品収容部
９１ｄ　後側面壁の上辺
９２ｄ　後側面壁の底辺
９３ａ　折罫線
９３ｃ　折罫線
１００　包装展示兼用箱
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